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ホテル・結婚式場で供されるウエディングケーキの製作工程を解説しながら、
イミテーションクリームで製作のデモンストレーションをいたします。
ホテルイベントのブライダルフェアで使用されるイミテーションクリームの
作り方も併せて紹介いたします。

時代の変化とともに、「子育て」の環境は大きく変化しています。今と昔の
育児の違いを知り、今の環境に合わせた「孫育て」について考えていきます。
また、親として、育児中の父母との関わり方や孫との接し方など、共に学んで
いきます。

「人生100年時代」、よく耳にするようになりましたが、ただ100歳まで
生きれば良いというわけではなく、「元気に、楽しく」が必要な条件です。加齢に
伴う変化を知って、その対処法や元気に生きるヒントを一緒に学んでいき
ましょう。

病理検査は患者さんの体から採取した組織や細胞を顕微鏡で観察して、
病気の原因を詳細に調べる検査です。病理検査の結果（病理診断）は最終
診断となります。病理検査の重要性や病理検査における臨床検査技師の
役割を概説します。

有害な物質が飲食物とともに口から入って起こる中毒を食中毒といいます。
原因となるものは、細菌、ウイルス、寄生虫、化学物質、自然毒などがあります。
今回は、この内の細菌、ウイルス、寄生虫による感染性食中毒について、特徴的
なものを紹介します。

「化学物質」と聞くと仰々しいもののように感じますが、日常何気なく使っている
洗剤や殺虫剤、普段から飲んでいる緑茶やコーヒーなどにも化学物質は含まれて
います。そのような身近にある「化学物質」がヒトに与えるプラスの影響、マイナス
の影響について、一部の物質にはなりますが、取り上げて紹介します。

健康寿命を延ばすためには、身体的な健康だけでなく、精神的な健康や社会
とのつながりが大切です。地域社会とのつながりや健康寿命を生きる上で
重要な「ソーシャルキャピタル」と健康寿命との関連について紹介します。

日本は、諸外国に例をみないスピードで高齢化が進行しています。 ６５歳以上の人口は、現在３，５００万人を超えており、２０４２年
で約３，９００万人でピークを迎えますが、その後も、７５歳以上の人口割合は増加し続けることが予想されています。この
ような状況の中、団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年（令和７年）以降は、国民の医療や介護の需要が、さらに増加する
ことが見込まれており、高齢者の尊厳の保持と自立生活のために健康の保持・増進をさらに進めていく必要があります。
今回は、日本の現状と健康をさらに進めて生き生きと暮らしていくための食事の大切さについてお話したいと思います。


